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3月 11 日に起きた東日本大地震では非常に多くの方々が住む場所を失いまし

た。避難された方はこれから数年間仮住まいを余儀なくされるでしょう。応急

仮設住宅の早急な建設が進められていますが、従来の仮設住宅の住環境が良く

ないものであるということは従来の体験からも明らかです。

復興が長期化するのを見据え、被災者の方々がより人間らしい生活ができるよ

うな仮設住宅を提案します。

　

1、入居者の選定方法について

2、配置計画

3、仮設住宅群から「生活のための街」へ

4、イメージパース

5、仮設住宅で暮らす明るい生活風景

「一住宅＝一家族」型配置ではなく

「地域社会圏」型配置へ
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仮設住宅に関する提案

抽選により入居者が決定
家族ごとの

◯◯公園の仮設住宅 元の場所に建て直す

△△中学の仮設住宅 復興住宅に入居

□□公園の仮設住宅

××地区の人たち

近所同士

友人同士

県外へ

コミュニティは再生されない地域のつながりは残っている

コミュニティの基盤の崩壊 地域のつながりは残っている 既存のコミュニティを壊さない

コミュニティが完全に崩壊

今回の震災では広範囲にわたって甚大
な被害が出ている。復興には時間がか
かり、それに伴って仮設住宅での生活
も長期化する事が予想される。

多くの方が避難所での生活を余儀なくされ、
仮設住宅の早急な建設が求められている。
現在、避難所における生活は地域のコミュニ
ティに支えられ、成り立っている。

長期化の予想される仮設住宅の生活におい
て、孤独死を防いだり健康で文化的な生活を
送る為にはコミュニティの存在は必要不可欠
である。

グループで同じ仮設住宅村へ

地域ごとに同じ
仮設住宅村へ

◯◯公園の仮設住宅

△△中学の仮設住宅

□□公園の仮設住宅

入居者の設定の仕方や抽選の方法を工夫

する事で、阪神大震災の時に起こったコ

ミュニティの完全崩壊は防ぐ事が出来る。

また老人や障害者といった入居の優先順

位が高い方々だけの仮設住宅村が出来た

場合、その人達を見守る事が出来る人が

周りにいなくなってしまう。弱者のみを

優先的に一カ所に集める事は、弱者を孤

立化させる事につながる。

1. 既存コミュニティを保護する。
2. 弱者を孤立化させない入居者選
定方法が求められる。

一度壊れたコミュニティは元には
戻りません。入居者選定の方法が
それを防ぐカギになります。

1. 入居者の選定方法について
■阪神大震災の例　ー「一住宅一家族」型配置

たくさんの人が家と家族を失う

非常に多くの人が家と家族を失った 地域の避難所で生活 地域ごとに入居、グループごとの抽選

コミュニティの基盤の崩壊

地域の避難所で生活

バラバラになってしまう

■提案　ー「地域社会圏」型配置
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0) 緊急車両動線を確保する

1) 向き合う住戸・玄関配置計画
→住戸同士を「向き合う」形で配置することによっ

て避難生活の中でも孤独にならないよう、あいさ

つ等のコミュニケーションを促す。

2) パーソナルサービス＋コモンサービス 3) 住棟ごとにずらして配置する
→住棟を離し、ずらして配置することによって、

路地と共有庭の二つの場所を作る。またずらすこ

とによって、小さなたまり場ができ、コミュニケー

ションと生活のための場所となる。
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つ等のコミュニケーションを促す。

路地

共有庭

cf. 参考 plan［（社）プレハブ建築協会 応急仮設住宅 参考図面］

2m程度

2. 仮設住宅配置計画について 2011.03.24
仮設住宅に関する提案・住棟ごとにずらして配置する。

・玄関をガラス張りにする。



居間 寝室 居間 寝室居間寝室

ガラス張ガラス張ガラス張ガラス張ガラス張ガラス張ラスス張りりりりりりり張

居間 寝室 居間 寝室居間寝室

居間 寝室 寝室

おばあちゃんがつくる「うどん屋」

友達同士ではじめた「居酒屋」

室外機

　なんでも修理してくれる「電気屋」

仕立て直しもする「かけはぎ屋」

屋台で売る「やきいも屋」

何でも修理してくれる「自転車屋」

居間寝室

居間 寝室 寝室

5m
程
度

3m
程
度

共有庭：寝室の窓が向き合う路地は、洗濯物干し場などとして使われる生活動線

路地 : ガラス張りの土間が面する路地は、コミュニティの中心である

1)「小さいお店を開くことができる」仮設住宅団地
通常の仮設住宅団地では、他人を招き入れることのできない住宅群

と、その数に会わせて設置される集会スペースなどによって構成さ

れます。3年程の生活を強いられる被災者にとって (fig01)、この場所

は単なる仮設住宅群ではなく「街」として機能することが求められ

ます。そこで「誰もが小さいお店を開くことができる」ような仮設

住宅団地を提案します。

2) ガラス張り＋土間空間
仮設住戸の多くは玄関先に台所があります。そこで、玄関をガラス

張りにし、路地から見える土間のような場所を玄関先に設けること

で、人をむかい入れることのできる構成 (fig02) を提案します。例えば

おばあちゃんが小さいうどん屋を開いたり、友達同士が居酒屋を開

いて、そこに毎日通うおじいちゃんがいたり。単なる集会所ではない、

人と人が関わり合う場所が、居住者によって生み出されます。

3) 街の機能
家の一部を使う小さいお店の他に

も、小さい公共施設やコンビニを

仮設団地内に設けていきます。住

民組織や民間企業によって運営さ

れ、地域の生活をサポートしてい

きます。

3. 「仮設住宅群」（一住宅一家族）から「生活のための街」（地域社会圏）へ 2011.03.24
仮設住宅に関する提案
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fig01. 仮設住宅入居世帯数の推移

fig02. 他人をむかい入れることのできる場所

(月 )

( 戸 )

( 年 )

地震発生から 3年 地震発生から 5年

private
private

人をむかい入れることの
できる場所透明ガラス

神戸の震災の時は、路地のたまり場が
近所づきあいの場として機能した



4. イメージパース 2011.03.24
仮設住宅に関する提案

パーゴラ
家の前の路地に架けるだけで、少しだけ屋外空間

が心地よく、過ごし易くなる。
ガラス張りの玄関／小さなお店
ガラス張りで、路地に向かって開いた土間が

ある玄関は、小さなお店にもなるし

隣の人とちょっと話したり出来る場所。

共有庭（生活の場所）
寝室の窓が向き合う路地は、洗濯物干し場

などとして使われる生活動線。

路地（コミュニティの場所）
玄関が向きあう路地は、小さなお店が並び

軒先には、花壇やベンチが置かれるコミュニティの場所。



5. 地域社会圏的生活 2011.03.24
仮設住宅に関する提案

小さな広場
住戸を少しずらして配置するだけで

ちょっとだけみんなで使えるスペースが生まれる。

ガラス張りの玄関／小さなお店
ガラス張りで、路地に向かって開いた土間が

ある玄関は、小さなお店にもなるし

隣の人とちょっと話したり出来る場所。
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